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研究分野 地域精神看護学、産業保健、訪問看護

学位 博士（看護学）

学歴
2007年日本赤十字看護大学、09年首都大学東京（東京都立大学）人間健康科学研究科博士前期課程、18年首都大学東京人間健康科

学研究科博士後期課程

氏名 森田　牧子 部署 看護学科 職名 准教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
2010年首都大学東京（東京都立大学）健康福祉学部助教、16年埼玉県立大学保健医療福祉学部助教、18年埼玉県立大学保健医療福

祉学部准教授

所属学会（役職）日本看護科学学会、日本精神保健看護学会（査読委員）、日本在宅ケア学会、日本保健科学学会、日本保健福祉学会

１．研究業績

（１）著作

該当なし

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

Coping Strategies in Family Caregivers

of Persons with Young-Onset Dementia

in Japan

共同

27th East Asian Forum of

Nursing Scholars

(EAFONS 2024)

Conference,Hong Kong

Makiko Morita,Mikiko Aoyama,Towako

Katsuno
2024,03

若年認知症家族介護者の介護中に経験し

ている健康問題と症状
共同

第43回日本看護科学学会学

術集会,山口
森田牧子,〇青山美紀子,勝野とわ子他 2023,12

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

ポジティブ感情を向上させる創作フラダ

ンス（健康フラ・介護フラ）をみんなで

踊ろう

共同
日本精神保健看護学会第33

回学術集会、神戸

〇秋山美紀、栗原志功、指田睦生、森田

牧子、江口のぞみ、小川千恵子、木村諭

志

2023.05.14

（４）その他

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

若年認知症介護者の健康問題の見

える化による支援システムの構築
研究分担者

2019年度～2023年

度

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

精神看護の役割・機能を踏まえた

精神看護学実習の多様化と地域へ

の移行に関する研究

研究分担者
2022年度～2024年

度

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

コロナ禍のアクションリサーチか

ら構築する災害等緊急事態禍にお

ける看護師支援モデル

研究分担者
2023年度～2025年

度

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

（２）論文

該当なし

名称 単・共

精神看護学Ⅰ 2

地域における精神看護では、在宅精神障害者の生活の実際、生活に必要

な法律、社会サービス、訪問看護等を講義した。自殺については若年者

の自殺の増加について、予防、取り組み、遺族への支援について講義し

た。
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精神看護学Ⅱ 〇 8

再構成ではロールプレイを用いて事例展開を行い、学生がイメージしや

すいように指導を行った。ケアプランでは身体だけでなく精神も含め、

かつ包括ケアも意識したプランの作成を指導した。

メンタルヘルス論 3
日本におけるメンタルへルスの現状と法律の歴史、産業看護としての職

務、義務等について講義を行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護基盤学　看護倫理 2

精神科看護における倫理的課題について講義を行った。精神領域外の学

生が理解できるように、精神科看護の特徴、現状の課題、隔離・拘束に

ついての根拠法律や看護師の倫理的感受性について事例による説明を

行った。それらを踏まえた上で、倫理原則、倫理的概念から精神医療を

考える講義を行い、その後はディスカッションで学びを深めた。

看護実践科学　精神看護制度論 15

IPW実習 2023.07-2023.10

IPW実習教員担当として実習に参加した。実習の事前打ち合わせ、実習4

日間のスケジュール決定、発表内容の指導まで行った。学生が連携に関

して自主的に学び、チーム形成が行えた成果を報告会で開催できるよう

に支援した。

精神看護学実習 2023.10-12

精神科急性期病棟における看護において、リモートと病棟実習を用いて

精神障害者の問題解決だけでなくストレングスにも着目して患者の全体

像をイメージ、理解ができるように関わった。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

卒業論文 2023.4~2023.12 主指導 4 副指導 名

総合実習 2023.07

アルコール依存症中間施設さいたまマックにおいて、アルコール依存症

の方が退院後にどのような社会資源を用いて生活を送るのか、生きづら

さとは何かを学ぶことができるようにミーティング参加を通して指導を

行った。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

修士論文　審査員 2023.4~2024.02 修士論文の副審査員を行った

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

埼玉県立精神医

療センター
ラダーⅤ看護倫理を職場に定着させるには 2023.07

家族のためのリカバリートーク
埼玉県立大学オー

プンカレッジ
家族のためのリカバリートーク 2023.10

埼玉県立精神医療センター看護研究指導
埼玉県立精神医

療センター
県立精神医療センター看護研究指導

2023.4-

2024.02

埼玉県立精神医療センターラダーⅤ看護

倫理研修

精神科における制度について、自分の研究をもとに説明を行った。その

後、学生の疑問等をテーマにディスカッションを行った。

精神看護学Ⅱ 〇 8

科目責任者として、精神看護の具体的な内容、技法、当事者や家族の思

いについて初学者がイメージを持つことができる講義組み立てを行って

いる。講義担当の訪問看護では、病院で必要とされる看護と在宅で必要

とされる訪問看護について、経験した事例や映像を用いて学生が精神科

看護を具体的に理解できる講義を行った。気分障害への看護は学生が具

体的にイメージしやすいように映像を用いて、アセスメントと看護の特

徴について講義を行った。
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国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

越谷市役所　地域共生部　地域包括ケア

課
越谷市 越谷市65歳からの心の健康講座 2024.02

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

吉川市第2次自殺対策計画 誰も自殺に追い込まれない吉川市を目指すプロジェクト冊子制作 2022.04-2024.02

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学生支援 2023年度入学生担任 2023～

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

学科等における委員会等 実習計画調整会 2023～2023

学科等における委員会等 埼玉県病院機構連携会議 2022～現在

５．学内運営

項目 内容 期間

地域貢献活動

第15回全国精神保健福祉家族大会みんなねっと全国大会in

埼玉
実行委員 2023年度

AA浦和グループ AA浦和 AA埼玉東地区メッセンジャーの集いにて講演 2023.10

特定非営利活動法人さいたまマック運営委員 運営委員 2019～現在

吉川市自殺対策計画策定委員会 副委員長 2023年度

東京都第三者評価委員（評価者） 東京都第三者評価委員 2011～現在

NPO法人アドボケイト会　副理事長 副理事長 2017～現在

AAわんうぇいぶ AAわんうぇいぶ AAオープンスピーカーズミーティングにて講演 2024.03

（２）国、自治体、学術団体等における委員等


